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海外におけるスポーツ環境の
倫理的問題への取り組みに関する研究 (1): 
一一オーストラリアを事例として一一
1.はじめに
高峰 修
熊安貴美江
現代社会においてスポーツの人気やその位置づけが高まり重要性が増すと
同時に，スポーツの文脈における暴力やハラスメント，麓別などの倫理的事
柄が問題になりつつある。圏内を振り返ると.2007年には大相撲で 17歳の
力士が，所属する相撲部屋の親方や兄弟子から暴行を受けて死亡した。 2012
年には高校のバスケットボール部員が自設したが，その背景には顧問からの
暴行があったと思われる。閉じ噴，柔道の日本女子代表選手が合宿中に代表
監督から暴行を受け，女子選手 15人が連名で日本オリンピック委員会に告
発したことが2013年1月末に報道された。 2011年にはオリンピック金メダ
リストが教え子に対する準強姦容疑で逮捕され. 2014年4月に懲役5年の
実刑判決が確定した。また圏内ではあまり表面化していなかった差別の問題
として. 2014年3月に起こった事例を挙げることができる。この事例は，
サッカー Jリーグの試合にてサボーターがスタジアム内でI"JAPANESE
ONLYJと書かれた横断幕を掲げたというものである。
こうした傾向は圏内に限ったものではなく，スポーツが盛んな国において
は共通した課題になっている。そしていくつかの間では，こうした問題に対
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する取り組みを試みている。本稿では，スポーツの倫理的問題に対する取り
組みの海外事例としてオーストラリアを取り上げ，その詳細について報告す
る。後に述べるように，オーストラリアにおけるスポーツの倫理的問題に対
する取り組みは 1980年代から始まっており，他のスポーツ先進国と比べて
も早い時期から取り組み始めていたといえる。またそうした取り組み内容は
日本にも断片的に紹介されていたこともあり，オーストラリアは本稿のテー
マを検討するにあたっては欠かすことのできない国である。
イギリス連邦の加盟国でもあるオーストラリアでは，クリケット，ラグビー
などイギリス発祥のスポーツを初めとしてスポーツの人気は非常に高い。
1956年のメルボルン大会， 2000年のシドニ一大会と 21立のオリンピック大
会の開催に加え，メルボルンではテニスの全豪オープンテニス， F 1グラン
プリの一大会が毎年開催されるなど，国際スポーツイベン卜の開催が定着し
ている。その反面，オーストラリアンフットボールやネットボールなど競技
者の大部分が圏内にとどまるドメスティックな競技の人気も高い。
I.オーストラリアのスポーツ行政システム(組織，法律，予算)
1.連邦政府
オーストラリアでは行政組織に関する規定が憲法にないため，政権交代や
選挙の結果を受けてしばしば行政組織の再編が行われる(森， 2011)。オー
ストラリアのスポーツ行政を所轄する省庁の最近の変化を下の表に示した。
表1 オーストラリアのスポーツ行政所管省庁の変化
期間 所轄省庁
2008年~ 保健・高齢化省
2010年8月 (Department of Health and Aging) 
2010年9月~ 首相・内閣府
2012年 (Department of Prime Minist巴rand Cabinet) 
海外におけるスポーツ環境の倫理的問題への取り組みに関する研究(1) 19 
2012年~ 地域・地方政府・芸術・スポーツ省
(Department of Regional Australia. Local Government. Arts 
and Sport) 
過去5年聞において 3回ほど所轄省庁が変わっているが，それでも行政執
行に混乱が生じないのは，以下に説明するように，スポーツ行政に関する実
質的な権限は theAustralian Sport Commission (以下， ASC)が有して
いるからである。つまり，所轄省庁の変更はこの ASCを所轄する省庁が変
更しているということを意味する。
この ASCと所轄省庁の関係を理解するために， 2008年より 2010年8月
までスポーツ行政を所轄した保健・高齢化省を取り上げ，そこにおけるスポー
ツ分野の位置づけについて説明する。
保健・高齢化省は独立組織や法によって定められた組織の監督も行ってお
り，そのうちスポーツに関わる 2つの機闘がASCとtheAustralian Anti-
Doping Authorityである。保健・高齢化省においてスポーツ分野は，サブ
プログラムや一つの部局として扱われるが，スポーツ行政に対する保健・高
齢化省の主たる役割は，上記2つのスポーツ関連機関に必要な予算を確保す
ることにある (Shilburyand Kelleti， 2011)。
スポーツに関わる 2つの機関， ASCとtheAustralian Anti-Doping 
Authorityは，その設置や運営について法的な根拠をもっている。これら
両機関は保健・高齢化省の監督下にはあるものの独立して運営されており，
その業務内容は専門的かっ独立組織としての体制を保障すべきと考えられて
いる。 ASCは実質的にはオーストラリアのスポーツ行政を統轄する政府機
関であり，スポーツ政策の策定やスポーツ関連予算の配分は ASCによって
行われる何hilburyand Kelleti， 2011)。
2. The Australian Sports Commission (ASC) 
上述のように，実質的にはオーストラリアのスポーツ行政を統轄する政府
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機関である ASCは1985年に設立された。その法的根拠は，オーストラリ
アのスポーツ制度の効率と連携を改善するために 1989年に施行されたthe
Australian Sports Commission Act 1989にある。また 1989年には， 1981 
年から独自に運営怠れてきた theAustralian Institute of Sportsを合併吸
収している。 ASCはtheCommonwealth Authorities and Companies Act 
1997で定められた公的機関でもあり，オーストラリアにおけるスポーツ政
策の調整に法的な責任を持っている (Shilburyand Kelleti， 2011)。
写真1the Australian Sport Commission 
(キャンペラ，オー ストラリア)
1993年から例年にかけてASCと圏内各スポーツ組織 (NationalSport 
Organization: NSO)の提携の見直しが行われた。これによって ASCはす
べての NSOとパフォーマンスに基づく協定を結ぶことになったが，こうし
た作業をへて NSOはその運営や発展，資金の基礎を築くことになった
(Shilbury and Kelleti， 2011)。
ASCは上述の各省庁を通じて連邦政府からスポーツ関連の予算を配分さ
れる。過去5年聞の連邦政府からの配分額とその他の収入，そして毎年の
ASCの予算は以下の通りである。
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表 2 2008年から 2012年にかけての ASC年間予算額I)
期間 ASC総予算 政府からの補助金 その他の収入 '情報源
2008-09 2億 6，448万AU$ 2億 4，254万AU$ 2，193万AU$ 1) 
(224億 8，000万円〕 (200億 6，160万円) (18億 6，410万円)
2009-10 2億 7，381万AU$ 2億 2，213万AU$ 5，167万AU$ 2) 
(232億 7，390万円) (188億 8，110万円) (43億 9，200万円)
2010-11 3億1，058万 AU$ 2億 4，803万AU$ 6，255万AU$ 3) 
(263億 9，930万円) (218億 8，260万円) (53億 1，680万円)
2011-12 3億 5，157万AU$ 2億 6，869万AU$ 8，288万AU$ 4) 
(298億 8泊0万円〉 (228億 3，870万円) (70億 4，480万円)
2012-13 3億 7，890万AU$ 2億 6，810万AU$ l億 1，070万AU$ 5) 
(322億 650h円) (227億 8，850万円) (94億 950万円)
1) Portfolio Budget Statements 2008-09， Health and Aging Portfolio， Australian Gov-
ernment. 
2) Portfolio Budget Statements 2009-10， Health and Aging Portfolio， Australian Gov-
ernment. 
3) Portfolio Budget Statements 2010-11， Health and Aging Portfolio， Australian Gov・
ernment 
4) Portfolio Budget Statements 2011-12， Prime Minister and Cabinet Portfolio， Austra-
lian Government. 
5) Portfolio Budgct Statements 2012-13， Regional Australia， Local Government， Arts 
and Sport Portfolio， Australian Government 
II. ASCによる rEthicsin sportJに関する取り組みについて
この節では， 20日年3月9日に行った ASC担当者へのインタビュー結果
に基づき， ASCによる“Ethicsin sport吋〉に関する取り組みについて概観
する。引用元が示されない限り，記述内容はインタビューの回答をまとめた
ものである。インタビュー調査の概要は以下の通りであるO
日時:2011年 3月9日
場所:ASC内会議室(キャンベラ，オーストラリア)
対象:ASC職員 2名
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1. ASCによる“Ethicsin sport"に関する取り組みについて
(1 ) いつから始まったか
既述のように. ASCが創設されたのは 1985年のことである。設立当初
(1980年代後半から 1990年代前半)から ASC内部に女性スポーツを取り扱
う部暑ができ，そこが基礎となって“ハラスメントフリースポーツ戦略叫
の取り組みが始まった。その後その取り組みは発展し，近年では女性スポー
ツにおけるハラスメントの問題に加えて障害者スポーツ，先住民たちのスポー
ツ，青少年スポーツなどにおいて“integrity(誠実であること)川)に焦点が
あて始められている。特に青少年のスポーツについては，とても強力な“チャ
イルドプロテクションプログラム"があり，その内容は州や国の法律や機会
均等委員会と深く結びついており. ASCの外部の人々による巨大なネット
写真2Australian Institute of Sports 
の敷地内にある，車裕子に乗った
アスリー卜のモニュメント
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ワークとしてある。ハラスメントフリースポーツ戦略についても，異なった
分野を結び付ける全国的なネットワークがある。我々 (ASC)の課題はそう
したネットワークを維持管理し，内容をアップツーデートなものにすること。
そうしたネットワークの目的は，スポーツ組織の仕事をよりよいものになる
ようサポートすることであり，またそのようにデザインされている。
(2) きっかけは何か
“ハラスメントフリーなスポーツ"への取り組みが始まるきっかけとなる
ような大きな事件が鵡きたわけではないと思う。倫理や誠実さに関わる問題
への関心がメディアを通じてより高まり，そうした問題がオーストラリア社
会において時事的になっていた。スポーツ関係大臣が初めは賭けの問題，次
にアンチドーピングの問題，そして女性スポーツとセクハラに関して高い関
心を持っており，こうした問題における取り組みの変化はその大臣がもたら
したと雷える。また政府がもたらした貢献も大会L、。
(3) “Ethics in sport"に関する取り組みとオーストラリアにおけるスポー
ツ政策との関わり
現在(インタビーュ一時〉のオーストラリアスポーツの将来的青写真である
“Pathways to Success"において，倫理と誠実さの問題はすべての分野に
関わっている。アンチドーピング，違法薬物，メンバ一保護，ハラスメント
フリーといったテーマははっきりと具体的に取り上げられているが，倫理や
誠実さの問題はそれに閲するすべての事柄に関わるように横断的に位置づけ
られている。
オーストラリアではオリンピックサイクルの4年間毎に予算立てと計画立
案を行う。倫理に関する事柄もそのサイクルに影響を受けるが，今後数年間
で倫理や誠実さに対する注目はより大きくなると思われる。なぜなら，オー
ストラリアではこの問題に対するメディアの注目は非常に大きしそれが大
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回や政府の注意安引き，さらにそれが予算をもたらすからである。ハイレベ
ルなスポーツにおける誠実さの遵守の問題は人々の生活，スポンサーシップ，
そこに含まれる多額の資金に影響を及ぼす。ちなみに，メンバ一保護方針
CMember Protection Policy)を持たない組織はASCからの補助金を止め
られたり執行を遅らされる。
(4) “Ethics in sport"に関する取り組みとオーストラリアにおける人権
政策や女性政策との関わり
オーストラリアには連邦政府の人権委員会と州政府の機会均等委員会があ
る。両者はさほど密接に関わっているわけではなL、。連邦人権委員会は女性
差別，障害者差別，文化的・言語的に多様性のあるコミュニティ，先住民の
コミュニティについて監督する。他方，ナト|の機会均等委員会はまさに機会均
等に関する事柄を扱い，委員の何人かはASCのメンバーでもある。州の機
会均等委員会は連邦レベルの組織よりも各州の組織とより緊密に仕事号して
L 、る。
障害者差別やジェンダー・セクシュアル・ハラスメントなどについてたく
さんの法律がある。こうした個々の法律とは別に，スポーツに参加すること
は人々の権利であることが法的に彊われているが，女性や障害者，先住民や
多様な文化的・雷詩的背景を持つ人々のスポーツへの参加は不利な状態にあ
る。 ASCがすべきことは，そうした不利な状態を是正することである。こ
れらは参加に関する問題のように見えるが，意志決定に関わっているので，
倫理や誠実さの問題でもある。なぜなら，女性や障害者をスポーツに参加さ
せないという意志決定は，倫理に関わる決定だからである。
(5)“Ethics in sport"に関する取り組みとASC以外の組織の関わり
(スポーツ組織を除く)
“Ethics in sport"とスポーツ以外の組織との関わりは，そう多くはない。
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スポーツへの参加を促す NPOばたくさんあるが，今のところ倫理の問題に
は取り組んでいない。スポーツへの参加を考える際に鍵となる対象は，女性，
障害者，先住民，文化的・言語的に多様な背景を持つ人たちである。スポー
ツはより包括的になるべきであり，そう考えるとそのような NPOは倫理や
ハラスメントのことに取り組むべきだと思う。
(6) “Ethics in sport"に関する取り組みの財源
“Ethics in sport"については年 35-40万AU$ (2，975-3，400万円， 1 
AU$ ミエ￥85で換算，以下同様)は超えないだろう。“Playby the Rules" 
に関しては年に 10万AU$ (850万円〉をかけている。各州にも倫理と誠
実さを促進させるための予算が多くあり，具体的な金額を示すことはできな
いが，その促進にかなりの貢献をしている。
(7) “Ethics in sport"部局の構成
“Ethics in sport"部局のスタッフは3人。その他，アンチドーピングと
違法薬物の担当が2人。“Playby the Rules"51のスタッフが2人，計7人。
“Play by the Rules"のスタッフを部外と考えれば，実際にはスタッフは減っ
ている。それはASCの予算と構造改革のせいである。
(8) “Ethics in sport"に関する取り組みに対するスポーツ界の影響と反応
概して大きな影響を及ぼしたと言われている。ほとんどのスポーツ組織や
多くの人々からサポートされている。多くのコミュニティレベルの人々が
“Play by the Rules"にアクセスしており，全国レベルだけではなくコミュ
ニティスポーツの分野にも影響を及ぼしていると考えている。
抵抗ということに関しては，例えばMBXの組織は構造化されておらず，
lレールや規則を持っていない。彼らが我々から補助金を得るためにはメンパ一
保護方針を採用し，コーチが認定されなければならない。しかしなぜそんな
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ことが必要なのかという抵抗があった。大きな競技団体にとってはおそらく
些細なことなのだが，小さな団体は必要性を理解せずに抵抗する。こうした
組織に対する我々の教育が必要になってくるだろう O
(9) “Ethics in sport"に関する取り組みに対するメディアや国民の影響
と反応
メディアを使ってコミュニティに広報を行っている。また“Playby the 
Rules"の現マネージャーが ABCのラジオインタビューを受けたりもして
いる。
2.ハラスメントフリースポーツ戦略
(1 ) “Ethics in sport"に関する具体的対策の詳細と具体化の道筋
具体策として“ハラスメントブリースポーツ戦略 (harassment-free
sport strategy)"叫がある。すでにネットワークができあがっており，そこ
では国や州，テリトリーのスポーツ・レクリエーション部局やスポーツ委員
会に加えて圏内の全ての機会均等委員会，全てのチャイルドプロテクション
プログラム部署の披当者が集っている。そのネットワーク自体はうまくいっ
ているが，そのネットワークを，ハラスメントをめぐる問題への取り組みを
支援できるようなネットワークに変えようとしている。なぜなら集まってい
る各部署の基になる法律が異なるので，共有すべき情報は実はそう多くなく，
必ずしも集う必要はない。しかし願わくば，このネットワークを使うことに
よって私たちが取り組むべき問題，たとえばハラスメントや賭けなどを含ん
だ，誠実さに関わる国としての戦略に情報を提供することができると考えて
いる。
2008年からは rtheEssence of Australian SportJというキャンぺーン
を展開している。「公平 (fairness)J r安全 (safety)Jr責任 (responsibility)J 
「敬意 (respect)Jという 4つのキーワードによって，スポーツ活動を通じ
海外におけるスポーツ環境の倫理的問題への取り組みに関する研究(1) 127 
写真3ASC内にある標語板。 responsibil-
ity (責任)safety (安全)respect 
(敬意)fairness (公平)の各キー
ワードが書かれている。
てそれぞれの立場で振舞うべき方向性を示したものである。
スポーツ政策のいくつかの分野にわたって，倫理的な誠実さの連守
(ethical integrity compliance)とL、う考えが組み込まれている。そのため，
コーチングや審判の分野では，コーチがオーストラリアにおいて講習を受け
正式な資格を得るには行動規約 (codeof behavior)にサインしなければな
らtJ.~ 、。
(2) ハラスメントフリースポーツ戦略に関する補足
以下の文章は，ハラスメントフリースポーツ戦略について既述した
Stewart， Nicholson， Smith and Westerbeek (2004)の文書を要約したも
のである。
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過去10年間にわたって数多くのオーストラリアのスポーツ(組織)は，様々
な様態のハラスメントに対処せざるを得なかった。これは体操競技の場合のい
じめ (bullying)からカヌーや競泳における不適切な性的口説きにまで及ぶ。
2000年に何人かの役員や指導者が若い競技者を脅しセクシュアル・ハラス
メントを行うことによって彼らの権威を悪用したことに関心が大きくなったこ
とを受けて.2000年には，連邦政府は ASCに，スポーツ関連団体が性差別や
ホモフォビア(同性愛嫌悪)に取り組むことができるようなガイドラインを開
発するよう指導した。こうしたガイドラインは一般的な反ハラスメント対策の
枠組みの中で形作られ.iハラスメントフリースポーツ戦略 (harassmentfree 
sport strategy) Jとしてまとめ上げあれた (ASC.2000)。この戦略は，同性
愛に対する噺笑，同性愛主義の役員や指導者と比べた場合の異性愛主義の役員・
指導者への好意的な(ひいき的な)対処，望まない性的な口説き，口汚い言葉
の頻繁な使用， トランスジェンダーへの差別などを含む差別的やハラスメント
的言動を網羅している。
ハラスメント フリースポーツ戦略はまた，スポーツ関連団体が，苦情に迅速
に確実に対処するだけではなく，申し立てた側と申し立てられた側の両者が公平
に取り扱われ，不必要に強要されることなくそのケースについて申し立てる場
を確実に提供する「苦情への対処」を最大限に実行することができるような支
援も提供している。
2002年に ASCはその反ハラスメント計画をメンバ一保護プログラム (a
Mem ber Protection Program)に統合した。メンバ一保護プログラムは，競
技者や指導者，ボランティアの審判，役員が安全でくつろぐことができ，楽し
める環境を享受する権利を与
えられるという提案を基盤と
する。メンバ一保護プログラ
ムには二つの犠成要素がある。
一つ目はスポーツ関連団体の
メンパーをハラスメントや差
別，中傷その他のアビューズ
(abuse)から保護するこ と
であり， もう一つはスクリー
ニングと警察のチェックを受
けることで適切な人物が権威
ある地位につくことを確実に
することである。
写真4 ASCによる Harassment-freeSport 
の冊子。緩妓者や指導者，審判員，組
織管理者.スポーツ組織向けなどいく
つかのパージョンがある
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3.“Play by the Rules"白プログラムの詳細
(1 ) “Play by the Rules"プログラムの内容
“Play by the Rules"は指導者や保護者を対象としたオンラインで提供し
ている映像プログラムである。プログラムの内容は法律において取り扱われ
るような問題も含んでいる。プログラムのいくつかは，クラブレベルで問題
を抱える人々が経験するようなシナリオに基づいており，こうした状況でど
のように行動するかを問し、かけている。シナリオは全て，きわめて合理的な
ので，判断がとても難しL、。このプログラムでトレーニングをする人は自分
がどんな判断をするであろうか考えることになり，そしておそらくは，彼ら
の判断がそれほど一般的ではないことに気がつくことになるだろう。
(2) “Play by the Rules"の費用
“Play by the Rules"の費用は，先ほども言ったように年間およそ 10万
AS$ ほどである。この費用は， ASCとナト|の機会均等委員会や州政府部局な
どのようなスポーツ以外の組織が出資している。全体的なイニシアチブは
ASCにあるわけではなく，マネジメント委員会が管理運営をしている。
(3) “Play by the Rules"の課題
5~6 年の間，プロジェクトマネージャーがいたが常勤ではなかった。現
在，全国レベルでマネジメントするナショナルマネージャーを募集している。
京た管理助手も必要で，両者を合わせた1.5人で“Playby the Rules"を
マネジメントしていく O
内容は充実してきており，進化し続ける必要がある。課題の一つは，内容
を最新にしておくこと。そしてスポーツのあらゆるレベル，全国レベルから
地域レベルに適応できる適切な内容にすること。
現在，ヘルプマネジメントに該当するいくつかの企業と契約を結ぼうとし
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ている。その相手は.webサイトをITをつかって宣伝するメディア企業，
サイトを支えるテクノロジーを進歩させるための IT企業などである。
4.政策評価の有無とその内容，結果
“Play by the Rules"やメンバ一保護についての政策評価は行われていな
い。現在，評価ツールを開発中である。“Playby the Rules"を評価するた
めには，それを経験したりダウンロードした人数を数えればよいが.I影響
を及ぼしたのか」が問題となる。さらに「公平JI安全JI責任JI敬意」の
どれについての評価なのかといった問題もある。
5. rEthics in sportjに閲する取り組みの諜題と今後の展望
スポーツ環境における倫理問題の本質として，何が本当に倫理の問題に影
響を及ぼすのかを知ることが重要だと思う。また，ピッチにおげるプレーヤー
聞の暴言は問題ではあるが，それは賭けやセクシュアル・ハラスメント等と
比べた場合にどれほどの重要度なのだろうか。どれが人々にとって最も重要
なのかを理解する必要がある。お金の問題もつきまとう。政府は洪水や野火
などを理由にすぐに予算を削減する。またオリンピックイヤーになるとそち
らに予算を持っていかれてしまう。
IV.スポーツ環境下の倫理問題に関する事例や調査
1. Leahyらの研究報告 (2002年)(Leahy， Pretty and Tenenbaum. 
2002) 
Leahyらは，オーストラリアのスポーツ環境下における競技者たちのセ
クシュアル・ハラスメント経験について質問紙調査を行っている。調査対象
は国の代表に選出されたことがあるか，あるいは OlympicAthlete Pro-
gram COAP)の資金援助を受けたことのある 18識以上の競技者1.054名と，
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地域レベルの各種スポーツクラブに所属する 18歳以上の者 1，064名である。
195名のトップレベル競技者と 175名の地域レベル競技者が回答した。その
うち「私のスポーツ経験において，誰かから性的なことをされたり見せられ
たりしたことがある」という問に「はL、」と答えたのはトップレベル競技者
の 13.3%と地域レベル競技者の 6.3%であった。性別で見ると女性では 12.9
%，男性では 6.3%であり，地域レベル競技者よりもトップレベル競技者の
ほうが，男性よりも女性のほうがスポーツ環境下においてセクシュアル・ハ
ラスメントを経験している (Leahy，Pretty and Tenenbaum， 2002)。
2. ASCによる大規模調査 (2010年 4月実施)
ASCはスポーツにおける倫理と誠実さの問題に着目した質問紙調査を
2010年4月に行った。固と州， ローカルレベルの競技者 (897名)，指導者
(1，645名)，審判員 (572名)，組織の管理者 (620名)，計3，734名が回答し
た。調査内容はセクシュアル・ハラスメントだけに限定されず，暴力や勝利
至上主義，差別，反社会的言動など倫理に関する問題を幅広く取り上げ調査
している。報告書では競技者に対する指導者の態度，保護者の子どもに対す
る期待といったことについて着目しているが，とうした報告が行われたのは
初めてのことである。メディアの興味関心とは異なり，グラスルーツレベル
では，劣悪な指導者の行為や役員の虐待，保護者のひどい言動などのほうが
深刻であることがわかる。回答者によって報告された主たる結果を以下の表
にまとめた。
表3 オーストラリアのスポーツ環境における倫理的諮問題 (ASC，2010) 
Oスポーツ環境において最も頻繁に観察された問題
子どもの競技者が身体がより発達した相手と競技をしている/スレッジング6)/競
技者が指導者や親から勝つことを強く求められすぎている/指導者のよくない言動
や実践/子どもの競技者が技術的に上手な相手と競技そしている/組織管理者のよ
くない言動や実践
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。スポーツに対して最も良くない影響そ及ぼす問題
スポーツの精神からの逸脱/言葉による虐待/指導者のよくない言動や実践(以下
参照)/競技者が指導者や親から勝つことを強く求められすぎている/組織管理者
のよくない言動や実践(以下参照)/審判員のよくない言動や実践(以下参照〕
-指導者のよくない言動や実践
何よりも勝利を求める/偏見やえこひいき/審判員への批判/言葉による侮辱を用
いた指導スタイル/レギュラーの選出に関すること/全体的に選手をうまく監督し
ていない
.組織管理者のよくない言動や実践
目的や関心事の相違/レギュラー選出の過程と決定に関すること/えこひいきや縁
放びい泰/緩験や能力がない/意志決定において組織の方針や過稼，ルールに従っ
ていない/メンバーへの配慮がない
-審判員のよくない言動や実践
経験や能力がない/チームやクラブに対するえこひいき/選手個人に対するえこひ
いき/他の審判員への批判/権力の乱用/競技者のレベルに合っていない言動や判
定をすQ
V.おわりに
スポーツ環境における倫理的問題に関して，オーストラリアにおいては
1980年代から取り組みが始まっていた。その動きは ASCという圏内のスポー
ツ行政を統括する政府機関の設立ならびに事業展開と関わっている。取り組
みが始まった当初のその主たる課題は女性に対する差別的待遇やセクシュア
ル・ハラスメントであったが，次第に子どもや障害者，先住民や移民など対
象を拡大し，ハラスメントフリースポーツ戦略や "Playby the Rules"，メ
ンバープロテクションとして発展してきたといえる。このあたりに白豪主義
から多文化主義へと国策の方向転換脅し，先住民や移民に対する政策を積極
的に行っているオーストラリアならではの特殊性を見ることができる。
スポーツ環境における倫理的な問題について政府機闘がイニシアチブをと
ることには長所と短所の岡田がありそうである。長所としては，政府から
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ASCを経由して各スポーツ組織に補助金を配分する条件として，倫理に関
するシステムを整備するよう強制力を持つことができる点がある。
短所としては，スポーツ以外の政策との兼ね合いで予算が削減される影響
を大きく受けることがある。現に ASC内では予算と人員が削滅されており，
“Ethics in sport"を担当する部署は他の部署と統合されることによってそ
の成果を示しにくくなっている。特に 2度のオリンピックを開催し終え，今
後しばらくは大型の国際スポーツイベント開催の予定を見込めない国におい
ては，競技力向上以外のスポーツ関連予算の確保は非常に厳しい問題である。
《注》
1) オーストラリアドルを日本円に換算する場合には 1AU$ =￥85とした。
2) Ethics in sport :本報告書では，スポーツ環境内における倫理問題に関する
ASCによる取り組みの総称を意味する。
3) ハラスメントフリースポーツ戦略 CHarassment-FreeSport Strategy) : ASC 
による "Ethicsin sport"に関する取り組みの具体的プログラム奇意味する。
URL http://www.ausport.gov.au/supporting/ c1 u bsl resource_li brary Iman 
aging_risks/harassmen t_free _ sport (最終アクセス 2014年6月30日〉
4) integrityの訳として「誠実さJr高潔さJr品行方正」などがあるが，箇所に
よって意味を取りやすいように訳を使い分けた。
5) Play by the Rules :指導者や保護者を対象とした，スポーツ環境における倫
理の問題について解説した映像プログラムである。オンラインで提供されており，
一方的な解説映像ではなく，出された質問に視聴者が回答するなど双方向的なプ
ログラムになっている。 URL http://www.ausport.gov.au/supporting/news 
lanothecstory _tit1e_goes_here C最終アクセス 2014年6月30日〉
6) スレッジング Csledging):競技中に競技者同士によって行われる，相手伝罵
倒したり困惑させたりするような声かけを意味する。
引用参考文献
Australian Sport Commission， Harassment-Free Sport: Guidelines to Address 
Homophobia and Sexuality Discrimination in Sport， Canberra， 2000. 
Leahy， T.， G.Pretty and G. Tenenbaum "Prevalence of sexual abuse in orgarト
ized competitive sport in Australia" in Brack巴nridgeand Fasting (eds.) 
134 明治大学教養論集通巻502号 (2014・9)
Sexual Harassment and abuse in Sρort， Whiting & Birch Ltd.， London， pp. 
19-46， 2002. 
森浩寿，文部科学省委託調査「スポーツ政策調査研究」報告書.2011 
http://www.ssf.or.jp/r百 earchjreportjpdfjh23_07 _reporLl-3.09.pdf 
Shilbury. D. and P. KeJIeti. Sport Management in Australia (4th edition)， Allen 
& Unwin， NSW， 2011. 
Stewart， B.， Matthew Nicho1son， Aaron Smith and Hans Westerbeek， Austra-
[i，αn Sport: Better by Design?， Rout1edge， Oxford， UK， 2004. 
(たかみね・おさむ 政治経済学部准教授)
(くまやす・きみえ 大阪府立大学准教授)
